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論 文 内 容 の 要 旨
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音できるかを検証した。実験材料として、シュワーに先行する子音は３種の異なる調音点 : 両唇音 [p,b]（例 
bonanza）、舌頂音 [t]（例 toboggan）、舌背音 [k,g]（例 collate）、また、後続する鼻子音として２種の異なる






























リア文（“I said_____ this time.”）に入れて、自然な速度で発音してもらった。
　実験に先立ち、日本人学習者は、語頭のシュワーを含む英単語がより産出しにくいと予測した。つま
り、弱強ストレス・パターンの英単語である。日本人英語学習者にとってはなじみのないストレスパター
ン（有標）とされているためである。この予測は、the markedness differential hypothesis（Eckman, 977）
―有標の L2項目パターンは無標のパターンより習得が難しい―という仮説に基づくものである。また、そ
のシュワー産出の困難さは、特に質の側面に現れると予想した。これは、the phonetic features hypothesis
－3－
（McAllister, Flege & Piske, 2000）に基づくものである。日本語では、長さの側面で音韻対立があるが（例：


























































































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は完成までに足掛け十年を要し、総ページ数が300を越える大著となっている。またその研究は、
量の観点だけからでなく、質の観点からも高く評価できる。その理由としては、１）研究テーマ（問い）の
明確さ、２）妥当（客観的）で独創的な研究・分析方法、３）成果の意義（言語科学と英語音声教育の両
観点から）、４）関連分野での広範囲に亘る先行研究のレヴュー、が挙げられよう。２）と３）については、
先の「論文要旨」の記述の中で具体的に触れた。
　最後に、杉浦氏の論文は出来が完璧というものでは決してない。例えば、実験での比較条件（標本）の数
が多すぎて読者は論理の展開についていくのに難儀する。よって、論述の方法にはもっと工夫があってしか
るべきである。また、採用した母音平均化の手法についても、もっと詳しい説明があってしかるべきである。
以上、審査員４名は杉浦香織氏の論文を慎重に審査し、205年７月20日に行った口頭試問の結果を併せて協
議した結果、氏の論文が博士（言語コミュニケーション文化）の学位を授与するに相応しいものであると判
断するに至った。ここに報告する。
